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(百万円未満切捨て)

1. 平成23年3月期第1四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年6月30日）
 (1) 連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第1四半期 45,861 42.2 1,137 648.4 1,255 212.6 783 －
22年3月期第1四半期 32,249 △10.4 151 △86.2 401 △58.5 3 △99.3

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

23年3月期第1四半期 44 .25 －
22年3月期第1四半期 0 .18 －

 (2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第1四半期 101,799 57,084 54.8 3,149 .67
22年3月期 101,807 56,687 54.3 3,122 .50

(参考) 自己資本 23年3月期第1四半期 55,760百万円         22年3月期 55,280百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 － 15 .00 － 15 .00 30 .00
23年3月期 －

23年3月期(予想) 15 .00 － 15 .00 30 .00

3. 平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日）
(％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 １株当たり 
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 81,600 15.2 2,150 92.8 2,110 52.0 1,330 109.4 75 .12
通期 160,000 7.2 4,050 22.2 4,000 19.4 2,450 38.7 138 .39



 

 
（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

  

 
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

  

 

 
（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成
に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 
  

(4) 発行済株式数（普通株式） 

 
  

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算

短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続が実施中です。 

  

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的

であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があ

ります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決

算短信（添付資料）３ページ「(3) 連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4. その他（詳細は、【添付資料】P.４「その他の情報」をご覧ください。）

(1) 当四半期中における重要な子会社の異動 ： 無

  新規 －社（社名） 除外 －社（社名）

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ： 有

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
 

 ① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 有

 ② ①以外の変更 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 23年３月期１Ｑ 18,110,252株 22年３月期 18,110,252株

② 期末自己株式数 23年３月期１Ｑ 406,597株 22年３月期 406,473株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年３月期１Ｑ 17,703,698株 22年３月期１Ｑ 17,703,922株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
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当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、昨年からの各国政府の需要刺激策などによる海外経済の回復

を背景に、中国をはじめとするアジア諸国向け輸出が引き続き好調に推移しました。また、海外向け販売の増加を

主因として製造業を中心に持ち直しの動きがみられました。このような輸出や生産の増加を受け設備稼働率が改

善、設備投資計画の一部に再開の動きがみられたものの、設備過剰感の強い状況は持続しており、本格的な回復に

は至りませんでした。個人消費もエコカー減税、エコポイントなどの景気刺激策を背景にマインドの持ち直しがみ

られるなど、全体的には緩やかな回復基調が継続しました。 

当社の属するエレクトロニクス産業におきましては、昨年からの内外景気刺激策効果やそれに伴う景気回復を背

景に液晶テレビやデジタル・スチル・カメラなどの民生機器市場が引き続き好調を維持しました。また、アジア地

域における更新需要の増加とスマートフォンをはじめとした携帯電話の需要が堅調に推移しました。産業機器市場

は、製造業を中心とした設備投資意欲改善を背景に回復がみられました。以上の結果、当第１四半期連結会計期間

の売上高は45,861百万円（前年同四半期比42.2％増）、営業利益は1,137百万円（前年同四半期比648.4％増）、ま

た経常利益は1,255百万円（前年同四半期比212.6％増）となり、四半期純利益は783百万円（前年同四半期は３百万

円）となりました。 

  

セグメントの業績を示すと、次の通りであります。 

（集積回路及び電子デバイスその他事業） 

当事業におきましては、携帯電話市場の活況により同市場向け通信用ASSPが拡大、通信インフラ市場は光伝送装

置向けASSPおよび中国における携帯電話基地局向けPLDが堅調に推移しました。また、個人向けノートブックパソコ

ンの拡大とともに電池パック向けアナログICが伸長、またストレージ向けASSPの受注も持ち直しました。民生機器

市場は、昨年からの景気刺激策効果や景気回復を受け、液晶テレビ向けPLDやデジタル・スチル・カメラ向けアナロ

グICが堅調に推移しました。また、一部企業の設備投資回復を背景に産業機器市場向けPLDの回復が持続したほか、

車載市場向けアナログICなども拡大しました。これらの結果、同事業の当第１四半期連結会計期間の売上高は

42,982百万円、セグメント利益は971百万円となりました。 

  

（ネットワーク事業） 

当事業におきましては、企業のIT投資は依然厳しさが続くものの、金融など一部市場の回復を受け、インターネ

ット関連機器、企業向けソフトウェアなどが持ち直しをみせるなど堅調に推移しました。これらの結果、同事業の

当第１四半期連結会計期間の売上高は2,885百万円、セグメント利益は364百万円となりました。 

  

（注）上記金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報
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当第１四半期末における総資産は、前連結会計年度末に比べ７百万円減少して、純資産は396百万円増加し、自己

資本比率は54.8％となりました。 

キャッシュ・フローの状況に関しましては、税金等調整前四半期純利益及び仕入債務の増加等による増加要因が

あったものの、売上債権及びたな卸資産の増加等の減少要因があり、営業活動によるキャッシュ・フローは3,675百

万円の減少となりました。また、投資活動によるキャッシュ・フローは、前連結会計年度末に取得した連結子会社

であるGALAXY FAR EAST CORPORATIONの株式購入費用の支払を行ったことにより、2,808百万円の減少となり、財務

活動によるキャッシュ・フローは、主に配当金の支払を行ったことにより、315百万円の減少となりました。 

 以上の結果により、当第１四半期末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末と比べ7,234百万円減少

し、また連結子会社の決算期変更に伴う増加額117百万円を加えることにより、7,927百万円となりました。 

  

今後の見通しにつきましては、世界景気の持ち直し、中国をはじめとするアジア新興国の成長の恩恵を受けて、

同地域向けの輸出は引き続き堅調に推移する見通しです。一方、内外の政策効果剥落の影響により、薄型テレビや

自動車などの耐久消費財の需要反動減が予想されるなど、先行き不透明な状況が予想されますが、当第１四半期の

業績はほぼ想定内であるため、平成22年４月26日発表の第２四半期連結累計期間及び通期の業績予想に変更はあり

ません。今後、何らかの変化がある場合には適切に開示してまいります。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  
  

(2) 連結財政状態に関する定性的情報

(3) 連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

  

① 簡便な会計処理 

たな卸資産の評価方法 

たな卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積り、簿

価切下げを行う方法によっております。 

  

② 四半期連結財務諸表作成に特有の会計処理 

税金費用の計算 

税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

なお、法人税等調整額は、法人税、住民税及び事業税に含めて表示しております。 

  

当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」(企業会計基準第18号 平成20年３月31日)

及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日)を適用して

おります。 

 なお、この変更による損益に与える影響は、軽微であります。 

  

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要
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3. 四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表
(単位：百万円)

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部
流動資産
現金及び預金 8,010 15,141
受取手形及び売掛金 41,477 38,567
有価証券 763 757
商品 32,248 28,338
その他 6,125 5,799
貸倒引当金 △152 △130

流動資産合計 88,473 88,474
固定資産
有形固定資産
建物及び構築物（純額） 3,244 3,288
機械装置及び運搬具（純額） 20 21
土地 2,746 2,746
その他（純額） 845 853

有形固定資産合計 6,857 6,909
無形固定資産
のれん 1,941 1,998
その他 1,463 1,500

無形固定資産合計 3,404 3,499
投資その他の資産
投資有価証券 1,273 1,242
その他 1,988 1,906
貸倒引当金 △198 △225

投資その他の資産合計 3,063 2,924

固定資産合計 13,325 13,332

資産合計 101,799 101,807
負債の部
流動負債
支払手形及び買掛金 23,226 22,632
短期借入金 － 12
未払法人税等 423 677
賞与引当金 591 1,141
役員賞与引当金 10 7
その他 7,658 7,900

流動負債合計 31,909 32,372
固定負債
長期借入金 10,000 10,000
退職給付引当金 2,142 2,088
役員退職慰労引当金 419 415
その他 244 243

固定負債合計 12,805 12,746

負債合計 44,715 45,119
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(単位：百万円)

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

純資産の部
株主資本
資本金 11,194 11,194
資本剰余金 19,476 19,476
利益剰余金 26,991 26,406
自己株式 △1,089 △1,089

株主資本合計 56,573 55,987
評価・換算差額等
その他有価証券評価差額金 △62 △75
繰延ヘッジ損益 213 △296
為替換算調整勘定 △963 △335

評価・換算差額等合計 △812 △707
少数株主持分 1,324 1,407

純資産合計 57,084 56,687

負債純資産合計 101,799 101,807
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(2) 四半期連結損益計算書

【第１四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
 至 平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
 至 平成22年６月30日)

売上高 32,249 45,861
売上原価 27,682 39,632

売上総利益 4,567 6,229
販売費及び一般管理費 4,415 5,092

営業利益 151 1,137
営業外収益
受取利息 12 5
負ののれん償却額 4 －
為替差益 263 66
その他 72 132

営業外収益合計 353 204
営業外費用
支払利息 56 54
債権譲渡損 23 21
その他 23 9

営業外費用合計 103 86

経常利益 401 1,255
特別利益
固定資産売却益 1 0
貸倒引当金戻入額 － 5

特別利益合計 1 5
特別損失
投資有価証券評価損 55 －
貸倒引当金繰入額 － 39
その他 7 3

特別損失合計 62 42

税金等調整前四半期純利益 340 1,218
法人税、住民税及び事業税 337 401

法人税等合計 337 401

少数株主損益調整前四半期純利益 － 817
少数株主利益 － 33

四半期純利益 3 783
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書
(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
 至 平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
 至 平成22年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー
税金等調整前四半期純利益 340 1,218
減価償却費 259 267
受取利息及び受取配当金 △12 △5
支払利息 56 54
売上債権の増減額（△は増加） △3,347 △3,409
たな卸資産の増減額（△は増加） 1,370 △4,219
仕入債務の増減額（△は減少） 3,905 929
その他 △719 2,069

小計 1,851 △3,093
利息及び配当金の受取額 15 18
利息の支払額 △81 △94
法人税等の支払額 △853 △506

営業活動によるキャッシュ・フロー 932 △3,675
投資活動によるキャッシュ・フロー
有価証券の取得による支出 － △144
有価証券の売却による収入 － 86
定期預金の払戻による収入 134 －
貸付けによる支出 △81 △59
貸付金の回収による収入 32 59
有形固定資産の取得による支出 △95 △120
有形固定資産の売却による収入 4 1
無形固定資産の取得による支出 △48 △192
投資有価証券の取得による支出 － △13
投資有価証券の売却による収入 5 15
関係会社株式の取得による支出 － △2,321
その他 0 △120

投資活動によるキャッシュ・フロー △47 △2,808
財務活動によるキャッシュ・フロー
短期借入金の純増減額（△は減少） △67 －
長期借入金の返済による支出 △12 △12
配当金の支払額 △248 △252
その他 △4 △51

財務活動によるキャッシュ・フロー △333 △315
現金及び現金同等物に係る換算差額 △76 △434

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 476 △7,234
現金及び現金同等物の期首残高 20,022 15,044
新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 463 －
連結子会社の決算期変更に伴う現金及び現金同等物の
増減額（△は減少） － 117

現金及び現金同等物の四半期末残高 20,961 7,927
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該当事項はありません。 

  

前第１四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日) 

 
(注) １ 事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。 
２ 各区分の主な製品 
イ）集積回路及び電子デバイス事業・・・PLD、ASIC、ASSP、アナログIC、メモリー、その他電子デバイス 
ロ）ネットワーク関連商品事業・・・ネットワーク関連のハードウエア、ソフトウエア、サービス 

  

 
(注) １ 国又は地域の区分は、地理的近隣度によっております。 
   ２ 本邦以外の区分に属する主な国又は地域 
      アジア・・・中国、香港、台湾、シンガポール 

  

 
(注) １ 国又は地域の区分は、地理的近隣度によっております。 
   ２ 各区分に属する主な国又は地域 
    イ）アジア・・・中国、香港、台湾、マレーシア 
    ロ）その他・・・米国 

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

集積回路及び電
子デバイス事業
（百万円）

 ネットワーク 
関連商品事業 
（百万円）

計 
(百万円)

消去又は全社 
(百万円)

連結 
(百万円)

売上高

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高 29,553 2,695 32,249 ― 32,249

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高 ― ― ― ― ―

計 29,553 2,695 32,249 ― 32,249

営業利益又は営業損失 (△) △198 198 △0 152 151

【所在地別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日)

日本 
(百万円)

アジア 
(百万円)

計 
(百万円)

消去又は全社 
(百万円)

連結 
(百万円)

売上高

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高 23,383 8,866 32,249 ― 32,249

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高 5,601 ─ 5,601 (5,601) ―

計 28,985 8,866 37,851 (5,601) 32,249

営業利益又は営業損失 (△) △10 215 204 (52) 151

【海外売上高】

前第１四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日)

アジア その他 計

Ⅰ 海外売上高(百万円) 9,436 167 9,604

Ⅱ 連結売上高(百万円) ─ ─ 32,249

Ⅲ 連結売上高に占める 
  海外売上高の割合(％) 29.3 0.5 29.8

㈱マクニカ（7631）　平成23年３月期　第１四半期決算短信

－9－



当第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年３

月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20年３

月21日）を適用しております。 

  

１．報告セグメントの概要 

当社の報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、

経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

当社グループは、集積回路、電子デバイス、ネットワーク、その他関連事業を営んでおり、取り扱う商品・サー

ビスによって、当社及び当社の連結子会社を設置し、各々が独立した経営単位として、国内及び海外の包括的な戦

略を立案し、事業活動を展開しております。 

従って、当社グループは、商品・サービスを基礎とした事業別のセグメントから構成されており、「集積回路及

び電子デバイスその他事業」及び「ネットワーク事業」の２つを報告セグメントとしております。 

「集積回路及び電子デバイスその他事業」は、集積回路、電子デバイス等の販売をしております。「ネットワー

ク事業」は、ネットワーク関連のハードウェア、ソフトウェア、サービス等の販売をしております。 

  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報 

当第１四半期連結累計期間(自 平成22年４月１日 至 平成22年６月30日) 

 
  

３．報告セグメント利益の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容 

(差異調整に関する事項) 

 
(注)全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

  

該当事項はありません。 

【セグメント情報】

(追加情報)

(単位：百万円)

報告セグメント
その他 合計集積回路及び電子 

デバイスその他事業
 ネットワーク 
事業 計

売上高

 外部顧客への売上高 42,982 2,879 45,861 － 45,861

 セグメント間の内部 
 売上高又は振替高 - 5 5 － 5

計 42,982 2,885 45,867 － 45,867

セグメント利益 971 364 1,335 － 1,335

(単位：百万円)

利益 金額

報告セグメント計 1,335

セグメント間取引消去 30

全社費用(注) △ 228

四半期連結損益計算書の営業利益 1,137

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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